
　

重点目標

 令和６年度 福井県立大野高等学校（全日制）スクールプラン

６　探究学習の推進１ 教育課程・学習支援 ２ 生徒支援 ３ 進路支援 ４ 保健管理 ５　図書支援･保護者との連携

・生徒が興味関心を広げ、広い視
野・豊かな心を育むように、読書意
欲向上の支援に努める。

・開かれた学校づくりを目指し、保
護者・地域との協力関係を強化し、
相互の連携を深める。

具体的取組
ａ　朝読書や古本市、図書館だよ
　り、図書掲示板などを活用し、
　読書習慣を定着させる。

目標：年間２冊以上の読書をした
　生徒　７０％以上

ｂ　ＰＴＡ総会や保護者懇談会な
　どへの保護者の参加を促し、Ｐ
　ＴＡ活動の内容および情報提供
　を充実させる。

目標：ＰＴＡ活動の内容および情
　報提供（保護者）の目標指数
　・肯定的評価８０％以上

業務改善のための取組

・校内の会議・行事の精査・簡素化・削減を進める。

・部活動休養日、ノー残業デーを導入し、適切に運用する。

人権教育の推進

・人権教育を学校教育の全体を通じて行う。

・生徒一人ひとりの人権を尊重し、他者の人格を尊重する態度を育成する。

具体的取組
ａ　総合的な探究の時間で、各学
　年において目標とする力を身に
　つけられるように、組織的な支
　援体制を構築し、外部機関との
　連携の強化を図る。

目標：生徒の探究的な学びに関す
　る目標指数
　・肯定的評価８５％以上

ｂ　生徒の自主的な学びを支援す
　るために、希望制講座の充実と
　学習アプリの効果的な活用の促
　進に努める。

目標：生徒の自主的な学びに関す
　る目標指数
　・肯定的評価８５％以上

具体的取組
ａ　各種講演会や保健だよりの発
　行、校内掲示板や大高メールの
　活用などで啓発活動を充実し、
　家庭とも連携して生徒の健康・
　安全に対する意識を向上させ
　る。

目標：生徒の健康管理意識の目標
　指数
　・肯定的評価９０％以上

ｂ  面談やいじめのアンケートな
　どを実施し、学年会や関係部署
　と密に連携した教育相談活動を
　行い、生徒の抱える問題の早期
　発見・早期解決を図りながら適
　切に対応する。

目標：生徒の教育相談活動の目標
　指数
　・肯定的評価９０％以上

・生徒の基礎学力の定着を図るとと
もに、家庭学習の充実を図る。

・教員の授業力向上を図り、生徒の
主体的・対話的で深い学びの実現に
努める。

・「総合的な探究の時間」と自主活
動時間「D-Time」を効果的に運用
し、一人ひとりが自ら考え、判断
し、行動できる生徒の育成を目指
す。

・生徒個々の健康状態を把握し、生
徒が自ら健康管理ができる能力の育
成に努める。

・支援を要する生徒を早期発見し、
互いに連携して適切な対応に努め
る。

具体的取組
ａ　家庭学習の現状をより正確に
　把握し、課題への取り組みや主
　体的な学習を促していく。

目標：生徒の家庭学習充実度の目
　標指数
　・肯定的評価６０％以上

b　公開授業や研修会等の授業研究
　体制を通して、指導方法を研究
　し実践する中で授業改善に取り
　組む。

目標：教員の授業力改善および生
　徒の授業満足度の目標指数
　・肯定的評価８０％以上

具体的取組
ａ　毎朝の登校指導や毎月の容儀
　指導、交通安全指導の徹底によ
　り、生徒の規範意識の向上に努
　める。

目標：生徒の規範意識達成の目標
　指数
　・肯定的評価９５％以上

ｂ　学校祭・委員会活動・部活動
　を充実させ、生徒の主体的活動
　を推進する。

目標：生徒の生徒会行事や部・
　サークル活動の目標指数
　・肯定的評価９０％以上

具体的取組
ａ　進路に係わる支援の検証と実践
　を通して、生徒の進路目標の早期
　設定と具体化に努める。

目標：進路意識高揚（生徒）の目標
　指数
　・肯定的評価９０％以上

ｂ　各種研修会・ガイダンス等への
　参加を促し、進路実現を支援する
　力の向上に努める。

目標：進路意識高揚（教員）の目標
　指数
　・肯定的評価９０％以上

・規範意識の高い豊かな人間性の育
成に努める。

・学校祭等の生徒会行事・委員会活
動・部活動の活性化に努める。

・生徒の進路目標の早期設定を図
り、実現に向けた方策の具体化を進
める。

・生徒の進路意識の高揚と教員の支
援体制の充実を図る。

・各種模擬試験の分析を行い、対策
を講じる。

・新課程入試の情報収集を行い、対
策を講じる。


